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要旨
　
本稿は︑近世後期の江戸における火事見舞と民間施行の関係について論じる︒火事見舞については金融商播磨屋中井家と作
家滝沢馬琴の例によって分析した︒その結論は以下の通りである︒火事見舞とは︑類焼範囲が異なる火災が繰り返されることによって物品提供者は同時に物品受取者にもなることができる︑すなわち物品受取者と提供者の互換性＝互恵性があると言える︒さらに︑物品提供と労働力提供の二つの局面があり︑提供された物品が労働力提供者に供給されるという構造になっていた︒これは︑社会関係資本の多い被災者を媒介として︑面識 ない物品提供者と労働力提供者が結びついてい ことを意味する︒しかも両者の関係は︑酒食と労働力の交換関係であることを押さえておきたい︒また︑これは水害時に行われた民間人による施行と類似する部分があるこ が明らかになった︒
キーワード
火事見舞︑民間施行︑互恵性︑社会関係資本︑近世都市
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はじめに
　
本稿の目的は︑災害史研究の一環として︑近世都市の火災直後に行われた火事見舞の風習がどのような社会的な
意味を持つのかを探ることである︒　
高村光雲﹃幕末維新懐古談﹄には以下のような記述がある
︶1
︵
︒
　
︵当時は火災に遭って倒産することが多かった︒
―
引用者注︑以下同じ︶
したがって火事といえば直ぐに手伝いに
掛け附けた︒
︵財産は︶
生命の次ほど大変なことと思っていた故︑見舞いに走せ附けた人たちをば非常にまた悦
んだものである　
ですから火事見舞いは︑当時の義理のテッペンでした︒一番に駆けつけたは誰︑二番は誰と︑真先をかけた
人を非常に有難く思い︑丁寧に取り扱いました︒差し当たって酒弁当は諸方から見舞いとして貰った物を出し︑明日は手拭い 金包みを添えてお礼に行くのが通例です︒
︵中略︶
知人の家が火元に近いと飛び込んで見舞いの
言葉を述べる︒一層近ければ手伝いをする︒それで︑今の小遣いを貰い︑
︵以下略︶
場所は江戸の深川である︒火事があった際に知人の家に駆けつけて何らかの労働をする︒ここには書かれていないが︑家財道具の運び出しだろう︒それを﹁火事見舞い﹂と表現している︒そして︑その対価として酒や食べ物や金を貰うという︒さらに︑ ﹁酒弁当﹂が類焼した家に﹁諸方から﹂提供され いて︑それも﹁見舞い﹂と表現している︒ここからは︑現代 災害見舞とはかなり異なる意味で﹁見舞い﹂という言葉が用いられていることがわかる︒
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この点を本稿では近世の一次史料を用いて分析してみたい︒　
火事見舞については︑近世史研究のなかでは︑施行の一部として取り扱われたことがある︒例えば︑吉田伸之に
よる三都の三井の施行の分析には見舞も含まれていた︒そこでは︑大店を中心として︑奉公人︑出入り関係︑地縁的関係といったいわば求心的な社会関係として︑見舞や施行が分析されている
︶2
︵
︒それに対し︑本稿では横のネット
ワーク的な側面に注目する︒北原糸子は︑享保・天明飢饉の研究のなかで 施行の前提 地縁的関係のなかでの合力を指摘し︑合力から豪商による都市全体の施行への転換という論理 施行を継起的変化のなかに位置付けるとともに︑両者は互いに排除しないことも指摘した
︶3
︵
︒合力と見舞は言葉の意味上でも近接するため︑人に金品を提
供する いう行為の多様性 本稿では注目し︑継起的変化の側面よりも共在の側面を重視したい︒　
また︑市川寛明は︑人宿田中家の大火類焼後の再建過程を分析する 火事見舞を分析した︒それにより同家
の同族団との関係構造を明らかにしているほか︑火事見舞と て贈られ くる物品につい ﹁大規模災害後の富裕商人が行った施行にお て供出された品と傾向が似ている﹂と本稿にとって重要な指摘をしている
︶4
︵
︒
　
隣接分野ではどうだろうか︒文化 類学や民俗学では︑冠婚葬祭を中心とした贈答儀礼の研究のなかに︑火事見
舞に関する分析が含まれている︒分析の素材は近現代を中心とした贈答を記録した帳簿である︒文化人類学が専門である山口睦の研究によれば︑近現代 おける山形県置賜郡のＹ村において火事見舞の物品は︑現金・日用品・酒・食べ物・建築材であり︑村内の七割超の世帯から援助を受けていたと う︒さらに︑近火見舞は日常の交際がな広範囲の村外の人からもらってい ことも指摘している︒ここから﹁記録が人間に贈与させる根拠にな うる﹂との興味深い結論も導き出している
︶5
︵
︒また︑民俗学の倉重加代も︑火事見舞は冠婚葬祭の贈答よりももらう範囲が広
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いことを山口県の山村の事例から指摘している
︶6
︵
︒これらの指摘は︑本文にみる江戸後期の町人たちの火事見舞と共
通する部分がある︒　
なお︑本稿は︑拙稿﹁天明期江戸連続複合災害への巨大都市の対応﹂
︶7
︵
において要旨のみ叙述した部分の前提とな
る考察であるが︑その後に気づいた知見も含まれている︒
一︑豪商の火事見舞
　
文化三年
︵一八〇六︶
三月四日に大火があった︒車町大火と称せられている︒ ﹃武江年表﹄によれば︑正午ごろ芝
車町から出火し︑激しい南西風に煽られて北上し︑三田薩摩藩屋敷︑金杉︑数寄屋橋門内外︑京橋から日本橋へ延焼したのちさらに北上し︑常盤橋門内外も燃えた︒さらに神田川を越えて燃え広がり︑翌日午前一〇時頃にようやく鎮火 という
︶8
︵
︒
　
この時︑幕府公金も取り扱う両替商である播磨屋中井家は︑常盤橋門のすぐ外側にある金吹町の居宅が類焼した
ため︑一七六件の火事見舞の受取りが日記のなかの﹁類焼見舞到来之覚﹂に記録され いる
︶9
︵
︒これをまとめたもの
が表
1－
1である︒このなかでは
1から
24までと
27から
44までが大名から貰った火事見舞品であ
る
︶10
︵
︒このうち︑肥後
細川家・高松松平家・福井松平家・久留米有馬家は播磨屋中井家が御掛屋御用を勤めている︑すなわち融資先の大名である
︶11
︵
︒
　
提供された物品は火事で被災した直後にすぐに役立つものが大量な単位で記されている︒まず︑すぐに食べ こ
近世後期の江戸における火事見舞と施行
― 121 ―
とができるものとして︑
11では粥が一荷もたらされている︒次いで︑
3～
5・
10・
16～
18・
20・
22・
25・
28・
30・
33・
38・
39・
42を見ると重箱に入れられた料理や菓子がある︒
37には鯛浜焼もある︒
8・
9・
29・
34～
36のような
大量な日本酒もあ ︒これらは駆け付けた人足に配るのに十分な量がある︒食料としては
31白米二俵と
32味噌一樽
があり︑煮炊き ようになれば大量の握り飯を作 ことができる
︶12
︵
︒
　
19の屋根板一〇〇把や
27の松板合計一五〇枚︑それに
7・
12・
14の畳表合計一七〇枚は建物の補修に用いたり当
座の敷物に使用したりするのであろ か︒
1の蝋燭二〇〇挺も夜間に活動するためには必要である︒
　
13・
15の白銀は合計三〇枚︑
23・
24の金合計五千疋は形態・単位が儀礼的なものになっている︒
　
25・
26と
45から
62までは︑一部大名と町年寄が含まれるが概ね旗本なのであろう︒旗本と確認できたのは
25中川
飛騨守様が大目付中川忠秀
︵知行高千石︶
︑
45浅野隼人様が寄合浅野長盈
︵三千石︶
︑
51野田源五郎様が代官野田孝成
︵二五〇石︶
に限られる︒残りの名前は旗本手代なのかもしれない︒
54～
56の樽与左衛門様は町年寄でその屋敷は常
盤橋門のすぐ外︑すなわち類焼範囲に含まれる︒被災者からも火事見舞を貰っていたことが判明する︒このクラスでは︑大名 見舞品と同じ傾向のものもあるが︑比較的細かな道具類が含まれている︒例えば
49・
53の薬缶がその
代表例となる︒　
表
1－
2の
63以下は商人である︒職種が判明する者の方が少ないが︑南茅場町や霊岸島の下り酒問屋が目立つ
︵
65・
66・
68・
70～
73・
75～
78・
80︶︒その理由は播磨屋中井家が下り酒問屋を兼営していたからである
︶13
︵
︒つまり同業者から
の火事見舞というこ である︒それ以外は
67が霊岸島四日市町の下り素麺問屋︑
79が北新堀町の廻船問屋・下り塩
問屋︑
89が兼房町の三組両替屋︑
128が麻布市兵衛町の三組両替屋であることが判明する程度である
︶14
︵
︒
89と
128も同業
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者であり︑中井家との日常的な経営上の関係が前提となって火事見舞が到来していることが理解できる︒　
見舞品としては︑道具類が多いという点が大名からの見舞品と対照的である︒茶碗
︵
63・
66・
67・
72・
85・
97・
103・
131・
136︶
合計一一〇個が最も多いものであり︑個数はわずか五個といった小さな単位も三例ある
︵
67・
97・
103︶︒この
点は︑火事見舞は沢山でなくてもよいという了解があったものと判断でき︑その点は水害時の御救小屋に持ち込まれた施行品と共通性が
る
︶15
︵
︒また︑食品は単位が小さくなっているせいか︑具体的な料理名や菓子名が出てくる︒
あん餅団子
︵
93︶︑平目・焼豆腐
︵
98︶・鰈千鳥焼
︵
101︶・幾世餅
︵
110︶・すし
︵
128︶︑巻煎餅
︵
132︶
などが目につく︒こ
うした点は後に見る天明水害時の施行品の特徴でもある︒以上の点は︑市川寛明が人宿田中家の事例で指摘したとと共通する︒　
141から最後の
174までが上方からもたらされた見舞品である︒提供者は︑大坂や京都の取引関係のある商人なので
あろう︒見舞品の特徴 ︑畳表
︵
141・
143・
144・
146・
147・
150・
151・
154・
166︶
と茶碗
︵
156・
162～
164・
168︶
が目立ち︑江戸の商
人たちのような多様性がやや少ないこ である︒遠方なので日持ちしな 食品が出てこないからであろう︒　
次に︑ ﹁見舞物出之部﹂を表
－
2にまとめた︒播磨屋中井家は被災者であるが︑他の被災者に火事見舞を贈ってい
た︒合計四三件になる︒贈ってい 相手は最初の代官三人や町年寄 樽︑一橋家
︶16
︵
︑
40～
43の福山藩阿部家以外は役
職や知行高を知ることができない︒福山藩に関しては︑
右者類焼之節︑旦那方右御屋敷へ御立除︑御一宿御世話被下候ニ付︑此度時候御見舞旁四月十一日差上申候
という注記があって︑中井家当主が福山藩邸に避難したために 火災から一カ月と少し経った時期に返礼として四件の物品を贈ったということがわかる
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そのほかの人名は﹁様﹂付なので武士の可能性が高い︒ここで注目される第一の点は︑町年寄樽や阿部家や一橋
家のように相互に火事見舞をやりとりしていることが確認されることである︒例えば︑中井家は一橋家から煮豆一箱をもらい
︵表
1－
1の
47︶︑一橋家へ角田川二升を遣わしている
︵表
2の
27︶︒
　
注目すべき第二 点は︑
18～
30と
38・
39の見舞品は︑ ﹁いづれも到来物之内遣之﹂と注記されているように︑貰っ
た火事見舞品が使 回されている︒例えば︑高松藩から貰った酒
︵角田川二陶︶
が町年寄・一橋家家来・武士二名
︵合計一斗五升︶
に回っている︒使い回しは見舞品四三件のなかで一六件と三分の一以上を占める︒
　
これまでの検討から︑本節では以下 ことが確認できた︒
　
①
 火事見舞においてやり取りされている物品は︑儀礼的な物ばかりでなく実際に必要な食料と物品も多かった︒
　
②
 そのなかには︑災害時の施行品と同様の食料・物品が多く含まれていた︒
　
③
 火事見舞は相互にやり取りする性格を持っていた︒
　
④
 火事見舞品 一部は還流するも であった︒
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見舞品 数量 備考 提供者
₁ 蝋燭 200挺 箱入 丸亀様（京極家 ₅万石）
₂ 松板 300枚 此金2000疋 丸亀様
₃ 御肴 二重入 丸亀様
₄ 御菓子 二重入 丸亀様
₅ 御重組壱包 ₂ 丸亀様
₇ 御国畳表 100枚 熊本様（細川家54万石）
₈ 酒壱斗入 ₁樽 熊本様
₉ 角田川 ₂陶 高松様（松平家10万石）
10 御重之内 三種入 高松様
11 粥 ₁ 荷 福山様
12 御国畳表 50枚 跡より可参事 福山様
13 白銀 20枚 此金15両也 福山様
14 御国畳表 20枚 福山様
15 白銀 10枚 此金₃両₃分 福山様
16 御肴御菓子折詰 ₁ 福山様
17 御重組 ₂ 御取肴物御菓子いろいろ
福山様
（阿部家10万石）
18 御煮〆・香物 福山様
19 屋根板 100把 久留米様
20 御煮〆・御飯 春慶四重入 久留米様
21 押絵 12枚 御屋敷内御絵師筆也
久留米様
（有馬家21万石）
22 御茶・御菓子箱入 久留米様
23 金 3000疋 久留米様
24 金 2000疋 久留米様
25 干菓子 ₁箱 中川飛騨守様
26 新渡小皿 10枚 箱入 中川飛騨守様
27 松板 150枚 水府様（水戸35万石）
28 蓋物 ₂ 箱入 水府様
29 銘酒滝水 ₅升入 越州様（松平家30万石）
30 御菓子 ₁折 桑名様（増山家 ₂万石）
31 白米 ₂俵 小倉様（小笠原家15万石）
32 味噌 ₁樽 小倉様
33 大重詰 ₂ 小倉様
34 酒 ₅ 升 小倉様
35 酒 ₅ 升 小倉様
表 ₁ - ₁ 　文化 ₃年 ₃月 ₄日「類焼見舞到来之覚」①
見舞品 数量 備考 提供者
36 酒 ₁ 陶 ₃ 升入 小倉様
37 鯛浜焼 ₁ 小倉様
〆
38 上御煮〆物 ₁重 淀様（稲葉家10万石）
39 上御菓子 ₁重 淀様
40 半紙 ₁〆 毛利甲斐守様（長府藩 ₅万石）
41 大交奢一筆 ₅ 毛利甲斐守様
42 餅菓子 ₁重 戸田様
43 吸物椀 20人分 高取様（植村家 ₂万石）
44 茶碗 20人分 高取様
45 箱入茶碗 10 浅野隼人様
46 酒 ₂ 升 高崎太善様
47 煮豆 ₁箱 一橋 難波恒右衛門様
48 末庭酒 ₅升 裏様
49 真鍮薬鑵 ₁ 堀谷様より
50 御菓子 ₁折 前沢様
51 桶入飯・箱入煮〆 ₁
野田源五郎様
より
52 御菓子箪笥 ₁ 瑞蓮院様
53 真鍮薬鑵 ₂ツ 瑞蓮院様
54 羽二重 ₂疋 樽与左衛門様（町年寄）より
55 金 ₅ 両 樽与左衛門様より
56 金 1000疋 樽与左衛門様より
57 屋根板 ₃箇 水戸　中山様より
七月廿九日
58 畳表 50枚 小倉様より
59 松板 100枚 銀忠左衛門様
60 苫 50枚 銀忠左衛門様
61 煮〆・飯 銀忠左衛門様
62 柏餅 ₁重 渋谷又兵衛様
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表 ₁ － ₂ 　文化 ₃年 ₃月 ₄日「類焼見舞到来之覚」②
番号 見舞品 数量 備考 提供者
63 茶碗 20 万屋由兵衛殿
64 酒 ₃ 升 伊豆蔵久右衛門殿
65 吸物椀 10人前 大和屋又右衛門殿・同太兵衛殿・加勢屋利兵衛殿
66 茶碗 10 鴻池栄蔵殿
67 茶碗 ₅ 松浦勘治郎殿
68 八寸一重之内　菓子入 岸田屋安兵衛殿
69 菓子 ₁折 小西宗兵衛殿
70 吸物椀 10人前 紙屋八左衛門殿
71 鍬 ₂ 挺 池田屋喜兵衛殿
72 茶碗 25 鴻池徳兵衛殿
73 片木盃 ₅ 同久兵衛殿
74 半紙 ₁〆 丸尾六兵衛殿
75 半紙 ₁〆 鴻池太郎兵衛殿
76 片木 ₅枚 尼屋利兵衛殿
77 大鯛 ₁枚 二度目 小西宗兵衛殿
78 酒 ₅ 升 鹿島清兵衛殿
79 酒 ₂ 升 松本十治郎殿
80 酒 ₂ 升 山本喜右衛門殿
81 飯ニ目刺 下店
82 飯ニ目刺 角店
83 飯ニ目刺 久右衛門店
84 飯ニひしき 角店
85 茶碗 20 新川　相模屋伊兵衛殿
86 酒 ₂ 升 糀町　いせ屋四郎右衛門殿倅六四郎
87 煮〆 ₁桶 大坂より出府人　炭屋林兵衛殿・近久藤兵衛殿
88 鮪干物 ₁手桶 大坂より出府人　炭屋林兵衛殿・近久藤兵衛殿
89 酒 ₂ 升 掛屋佐兵衛殿
90 片木 ₄枚 平野屋平八殿
91 ちろり ₁ 鮫屋忠助殿
92 片木 ₅枚 日高屋仁兵衛殿
93 あん餅団子 50 山田屋吉蔵殿
94 御菓子 ₁折 数旦之内 尾形郡次殿
95 手拭 15筋 いせ屋正兵衛殿
96 半切 1000枚 安作清兵衛殿
97 筒茶碗 ₅ 穴蔵屋小兵衛殿
98 平目・焼とうふ 掛屋佐兵衛殿
99 御菓子 ₁折 田村十右衛門殿
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番号 見舞品 数量 備考 提供者
100 煮〆 少々 明石屋栄蔵殿
101 鰈千鳥焼 ₁箱 鹿島加七殿
102 鰡切身交 重入 伊豆蔵久右衛門殿
103 筒茶碗 ₅ 糀屋平四郎
104 とうふ汁 大橋与市より
105 にきり飯 鉢入 沼津屋八右衛門
106 酒 ₅ 升 本所大徳院・家守四郎左衛門より
107 水砂糖 金平糖入 百川茂左衛門
108 餅菓子 ₁重入 箱屋新兵衛殿
109 煮〆 ₁切 溜〆 信濃屋徳兵衛より
110 幾世餅・たんこ 箱入 小伝馬町治兵衛より
111 餅菓子 ₂重 茂助宿より
112 鯉ノ汁 ₁切 溜〆 瓦師半七より
113 大平目 ₁枚 九郎助より
114 ぬた ₁切 溜〆 与市より
115 煮〆 ₁重入 角店　小助より
116 ぬた ₁重入 同人より
117 煮〆 ₁重 鍵屋加兵衛より
118 今戸焼火入火鉢 瓦師安左衛門より
119 交肴 ₁篭 神奈川源左衛門より
120 ぬた ₁重 銀座茶屋　升屋より
121 生干・干物 200枚 小田原繁八宿より
122 煮〆 ₁重 高輪石橋かね
123 煮肴 ₁重 いろいろ 高輪石橋かね
124 大平目 ₁枚 鎌や市五郎
125 鰹節 25入 金屋弥兵衛殿
126 砂糖 蓋物入 豊島屋市兵衛殿
127 梅干 ₁曲 小田原白子屋平蔵
128 すし ₁重 麻布万屋長之助殿
129 餅菓子 ₁重 麻布万屋長之助殿
130 菓子 ₁箱 千代倉作兵衛殿
131 上茶碗 10□ 別家 ₅人へ 大坂住居手代出府　炭屋林兵衛殿
132 巻せんへい ₁箱 永楽屋平蔵より
133 片木 ₂枚 明神　早川監物殿
134 煮〆 ₁重 谷中　天竜院より
135 文さ梅 ₁箱 鎌倉神主より
136 茶碗 10 西御坊役僧中三人より
137 煎海鼠 ₁重 川村元善左より
138 焼飯・香物 木庭家守金蔵
其外口上御見舞略之
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番号 見舞品 数量 備考 提供者
139 鰡（ボラ） ₃本 船屋鉢蔵より
140 赤栄焼 ₁樽小 長嶋玄旦より
上方
141 備後表 30枚 炭屋善五郎殿
142 金 100疋ずつ 炭屋善五郎殿　別家 ₅人へ
143 畳表 30枚 八木屋平三郎殿
144 備後表 30枚 此金 ₂ 両 ₂分也 炭屋安兵衛殿
145 茶漬 茶碗20人 平野屋仁兵衛殿
146 備後表 10枚 此金 ₁ 両 ₁分 長浜屋喜右衛門殿
147 畳表 50枚 此金 ₃ 両 ₃分 八木屋喜兵衛殿
148 沢の鶴 ₃樽 八木屋喜兵衛殿
149 沢の鶴 10樽 八木屋喜兵衛殿　別家中へ
150 備後表 30枚 油屋彦三郎殿
151 備後表 20枚 天王寺屋忠兵衛殿
152 蝋燭 ₁貫目 ₁箱入 銭屋権兵衛殿
153 金 100疋ずつ 炭屋安兵衛殿　別家 ₅人へ
154 備後表 30枚 此金 ₂両也 炭屋彦五郎殿
155 白銀 ₁枚 畳料 八木屋長兵衛殿
156 茶碗 10人分 泉屋理兵衛殿
157 煎茶 20斤 河内屋勘四郎殿
158 畳表料 1000疋 近江屋義右衛門殿
159 畳表料 金1000疋 伊勢屋弥八郎殿
160 十露盤 ₅挺 伊勢屋弥八郎殿
161 釘口 ₁挺 大黒屋源兵衛殿・銭屋清右衛門殿より
162 筒茶碗 20 紙屋清七殿
163 筒茶碗 20 和泉屋宇右衛門殿
164 茶碗 10 富田屋甚右衛門殿
165 嶋台酒 片馬 山田五郎助殿
166 備後表 15枚 炭屋五郎右衛門殿
167 茶 ₁ 箱入 西神四郎兵衛殿より
168 茶碗 10箱入 吉田喜平次殿より
169 壺印 片馬 大和屋善兵衛殿・平左衛門殿・弥左衛門殿
170 煎茶 ₃袋 出雲寺文次郎殿
171 丸盆 ₂枚 箱根畑宿　油屋□兵衛殿
172 新茶 ₁袋 江州水口日野屋長三郎殿より
173 藤細工箸筒 ₁つ 江州水口日野屋長三郎殿より
174 藤細工手拭挟 江州水口日野屋長三郎殿より
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表－ ₂ 　文化 ₃年 ₃月 ₄日「見舞物出之部」
記載順 見舞品 分量 金額 遣わし先
₁ 酒 片馬 大貫様（代官）
₂ 酒 片馬 竹垣様（代官）
₃ 酒 片馬 中村様（代官）
₄ 酒 片馬 大岡様
₅ 酒 ₅升 御貸付方
₆ 真鍮薬鑵・赤鍋 各 ₁ 野田戸右衛門様
₇ 真鍮薬鑵・赤鍋 代15匁 小嶋専右衛門様
₈ 真鍮薬鑵・赤鍋 代16匁 松園啓右衛門様
₉ 真鍮薬鑵・赤鍋 代17匁 百瀬周右衛門様
10 真鍮薬鑵・赤鍋 代18匁 福井仲右衛門様
11 真鍮薬鑵・赤鍋 代19匁 冨田類右衛門様
〆馬喰町新調
12 赤銅薬鑵 ₁ 酒巻清蔵様
13 赤鍋 ₁ 小嶋専八様
14 同 代13匁くらい 中里直一様
15 同 同 秋葉平兵衛様
16 同 同 大沢彦右衛門様
17 同 同 秋山右□郎様
〆馬喰町新調
18 角田川 ₅升入 樽与左衛門様（町年寄）
19 吸物椀 10人分 樽与左衛門様　藤井忠治郎殿
20 醤油 ₁樽 金 ₂朱 樽与左衛門様　柳井伊十郎殿
21 餅菓子 ₁折 中西千左衛門様へ
22 真鍮薬鑵 ₁ 中西千左衛門様へ
23 真鍮薬鑵 ₁ 金後藤　川村伝左衛門殿
24 真鍮薬鑵 ₁ 金後藤　青木助右衛門殿
25 酒 ₂ 升入 大判後藤　玄円へ
26 茶碗 12 大判後藤　戸張喜惣二殿へ
27 角田川 ₂升入 一橋　山崎新右衛門様へ
28 角田川 ₃升入 小倉正次郎殿へ
29 茶碗 10人前 望月源右衛門様
30 角田川 ₅升入 藤坂治兵衛様へ
〆いづれも到来物之内遣之
31 鯛 ₁ 枚 中村縫治郎様へ
32 鯛 小俣次郎七様へ
33 茶碗 10 織田大和上様御内　春永宗左衛門様
34 茶碗 10 西条弾右衛門様
35 茶碗 10 鈴木丈助様へ
36 茶碗 10 吉田善蔵様
37 酒 ₃ 升入 松本様（代官）御内　別所六郎右衛門様
〆
38 酒 ₂ 升入 松本様御内　河合番蔵様
39 酒 ₂ 升入 松本様御内　山田宗九郎様
〆いづれも到来物之内遣之
40 交肴 ₁折ずつ 福山様御内　御元〆御両人へ
41 交肴 ₁折ずつ 福山様御内　御組頭御三人へ
42 重詰物 ₅重 福山様御内　御役所へ
43 酒 ₅ 升入 福山様御内　御役所へ
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二︑上層町人の火事見舞
　
豪商の場合︑社会関係資本
︶17
︵
も充実していたから火事見舞のやり取りが大規模かつ多様であるのはある意味では当
然である︒これが町方社会で一般的であることを確かめるために︑滝沢馬琴の火事見舞記事を以下日記のなかから紹介していく
︶18
︵
︒近世後期の火事見舞の性格が明らかになるであろう︒
︿文政一〇年
︵一八二七︶
二月一四日条﹀
朝七つ時
︵午前四時頃︶
に小伝馬町より出火があった︒鉄砲町・牢屋敷辺に延焼と聞き︑四つ時
︵午前一〇時︶
頃
に滝沢宗伯
︵馬琴長男︶
が来て︑鶴屋
︵喜右衛門︑馬琴諸本の版元︑仙閣堂︑通油町︶
等へ見舞しようと出宅した︒
昼九つ時
︵正午︶
頃︑宗伯が帰宅した︒鶴屋喜右衛門・丁子屋平兵衛
︵馬琴読本の版元︑文渓堂︑小伝馬町︶
・二見
屋忠兵衛
︵鈴木牧之書状取次︑足袋屋︑新大坂町︶
へ火事見舞を口上で申し入れた
︵ ﹁見舞口上申入レ﹂ ︶
︒
馬琴が長男の宗伯を使いとして戯作者としての仕事の関係者などに火事見舞をしている︒ここからは火事見舞は口上で申し上げるものであったことがわかる︒
︿文政一〇年三月一二日条﹀米屋文吉が来て︑かねて申付けておいた飯米を今日持参するはずであったが︑昨日四谷の失火で親類が類焼したので︑今日は持参できなかった︒明日夕方に納めるという︒お百
︵馬琴妻︶
が応対し︑明日持参するというこ
とを申付けさせた︒
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ここでは︑まず馬琴に出入りしている米屋という一般的な商人も火事見舞を行っていることが確認できる︒また︑文吉は商売を停止して火事見舞に親類のところに行っていたと思われる︒そのために︑飯米の配達ができなかったことは当然のことではないにせよ︑許容され とであ たことがわかる︒火事見舞の方が仕事よりも優先されることを客 許容している︒この慣習は社会的に容認されて た︒
︿文政一〇年一一月二七日条﹀今暁出火があった︒
︵場所は︶
芝神明前であると土岐村玄立
︵宗伯妻路の父︶
が言っているので︑英泉
︵渓斎英泉︑
﹃八犬伝﹄画工︑尾張町︶
使いの者に尋ねたところ︑火元は神明丁に間違いなく︑和泉屋市兵衛
︵馬琴黄表紙・合巻
の書肆︑芝神明前三島町︶ ︵の家︶
は焼け残ったということである︒籠屋豊二郎
︵辻籠︶
に日傭を頼んだところ︑豊
二郎は外出していたので代りの人を寄こしてきた︒玉川
︵穀物屋︶
にて樽酒一升を求め︑口上書を付け添えて夕
七時
︵午後四時︶
過ぎに見舞を和泉屋市兵衛に持たせて遣わした︒使いは外に廻っているとのことで︑夜五時
︵午後八時︶
過ぎに帰ってきた︒日傭賃を払い渡した︒
この例では︑仕事上の知人に火事見舞の代理を頼んでいる︒本人が 行くこ ができない場合に︑代 りに行く人は誰でもよいわけではなく︑先に使いが馬琴の長男であったことも勘案するとそれなりの人物でなければならなかったの なかろうか︒それは原則として本人が直接会って口上を述べることになっていたからでは いだろうか︒なお︑火事見舞に日雇い人夫を付けている点は︑高村光雲の回顧録 想起すれば︑焼け跡で何らかの働きを行うことも想定されていたのかもしれない︒
︿文政一一年二月五日条﹀
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昌平橋辺出火︑佐柄木丁湯屋が火元とのこと︑東南の風で渥見
︵馬琴娘の嫁ぎ先︶
が風下にあたり︑病人もいる
ので︑すぐに行って諸道具をしまうのを手伝った︒
︵中略︶
追々風が出て
︵渥見は︶
延焼した︒そのため︑今川
橋土岐村
︵元祐︑長男義兄︑医師︶
へ見舞に行ったところ︑もはや類焼して立ち退いた後だったので︑石丁河村
寿庵
︵長男の嫁の叔母の夫︑南部藩医師︑薬研堀︶
宅へ行き︑尋ねた︒そうしたところ︑土岐村元祐一家のほか玄
立
︵長男義父︶
まで同所に立ち退いていたので︑見舞を申し入れ
︵ ﹁見舞申入﹂ ︶
︑暫く﹁世語﹂致し︑暁六つ時
︵午
前六時頃︶
帰宅した︒
冒頭の延焼予想地域での手伝いは後に述べる﹁近火見舞﹂の一部である︒ここでは被災者を避難先まで追跡して火事見舞を申し入れていることがわかる︒また︑火事見舞に伴って何らかの実際的なお手伝いをしたこともわかる︒
︿文政一二年三月二二日条﹀火事見舞の使いとして日雇人足太兵衛を遣わそうとするが︑彼の親類 類焼したため来ることが きないという︒そのため︑飯田町
︵娘婿清右衛門の家︶
から日雇太七を呼び寄せようとするがこれも来ることができないと
いう︒人足がいないので清右衛門
︵長女さきの夫︑飯田町居住︶
に申し付けて︑飯田町で人足を探し︑清右衛門を
差添えて︑油町・馬喰町・横山町・新大坂町辺の懇意の人々 ﹁類焼見廻
︵見舞︶
﹂として酒を遣わした︒伊藤
半平
︵従弟︑旗本戸田十三郎の家老︑浜町松島町︶
へは﹁手札﹂を持参するように
︵清右衛門に︶
談じ︑金一分一朱
を渡し遣わした︒油町から新大坂町辺の人々のうち︑鶴屋喜右衛門・西村屋
︵与八︑婿養子︑馬琴合巻の版元︑馬
喰町二丁目︶
・大坂屋
︵半蔵︑馬琴読本の版元︑横山町二丁目︶
・山口屋
︵藤兵衛︑合巻の版元︑馬喰町二丁目︶
へは酒一
升五合ずつ樽へ入れ︑森屋治兵衛
︵合巻の版元︑馬喰町二丁目︶
・二見屋
︵忠兵衛︶
へは一升ずつのつもりである︒
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これは︑のちに神田佐久間町火事と命名される大火が起きた日に書かれた部分である︒ここからわかることは︑まず︑日雇人足自身も親類へ火事見舞に行っていることである︒これは先の高村光雲の回想を想起すれば労働力の提供という意味かもしれない︒次に︑火事見舞のための人足が不足している状況が窺われる︒また︑馬琴の作家としての仕事の関係者五名に火事見舞として酒を贈っている︒
︿同年三月二三日条﹀昼前に清右衛門
︵娘婿︑蝋燭商︑元飯田町︶
が来た︒土岐村元立に火事見舞を贈った︒
︵土岐村は︶
芝田町八丁目山
田宗之介方まで行ったので︑金百疋と︑宗伯が代筆した
︵馬琴の︶
手紙一通とお路
︵馬琴長男宗伯の妻︑元立の娘︶
よりの文︑両通と目録を清右衛門に渡し遣わした︒昨日決めた通りに火事見舞の酒を清右衛門が人足に持たせて遣わした︒大坂屋半蔵は土蔵が焼け落ち︑ ﹁石魂録﹂の版木は持ち退いたが退避先で焼けてしまい︑とても力を落とした様子とのことである︒伊藤半平
︵従弟︶
は主人が本所下屋敷へ行ったためそこにいるということな
ので︑
︵火事見舞を︶
申し入れず︑近日また参ることにしたと清右衛門が言った︒
︿同年三月二四日条﹀︵清右衛門︵娘婿︶からの報告︶
土岐村元立一家を田町八丁目の山田宗介方へ尋ねたが不在のため︑手紙と金子と
﹁口状﹂を宗介妻へ渡したとのこと︒清右衛門は︑昨日︑本所戸田十三郎下屋敷にいる伊藤半平にも会いにいったが不在のため﹁朋輩へ口状申し置き候由﹂ ︒
土岐村元立は馬琴長男の義父である︒その彼には儀礼的単位の金と書状が遣わされている︒目録 伴う点も儀礼的である︒その結果報告が二四日条に って︑そこで 面会できなかったので代わりに﹁口状﹂を渡したとある︒伊
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藤半平への対応については二三日条では面会できなかったので後日に期すことにしたとあり︑二四日条では武家屋敷の朋輩に﹁口状﹂を託したとある︒両者を整合的に理解しようとすれば︑とりあえず﹁口状﹂を託しておき︑後日に面会に行くことにしたと うことであろうか︒土岐村の例も含めて︑火事見舞は原則として面会して口上を述べることになっていたが︑それが不可能な場合には口上をその場で書いて
︵ ﹁口状﹂という表記からの推測︶
家族や同
僚に託す ができたようである︒なお︑ の﹁口状﹂ 書状とは別の のであるらしいこともわかる︒　
以上をまとめると︑次のようになる︒
　
①
 贈答される物品は名刺を除いては豪商中井家の火事見舞の物品と共通する︒
　
②
 火事見舞に人足が動員されることは︑焼けた家に人足が集まってくるという高村光雲の回想と合致するばかりでなく︑そういう人々のなかには雇われてくる人もいたことも判明した︒つまり︑火事見舞人足は雇用創出の意味も持った︒
　
③
 火事見舞の相手は︑姻戚関係︑仕事関係︑あるい 出入り関係 いずれかであり︑日常的な社会関係が前提として存在していた︒
　
④
 そのこととも関連して︑火事見舞は︑見舞う人が見舞 る人に直接会って︑ ﹁口上﹂を言うことが原則であったようだ︒相手が不在 場合 家族 言づてをしてい ︒ここからは︑日記に記される火事見舞の人間関係は︑あくまで人格的関係であることが っきりと示されている︒
　
滝沢馬琴は︑火事見舞の相手に版元や画工が含まれることは特殊であるが︑これをそれぞれの人の生業から来る
人間関係と置き換えれば︑この事例は一般化が可能である︒
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さらに︑米屋も人足も火事見舞を行い︑また火事見舞の相手に親類とはいえ武家も含まれていることから︑火事
見舞は全社会的に行われていたと思われる︒　
なお︑馬琴の日記には近火見舞の記事もよく見られる︒類焼しなくても火元の風下であったりす ば︑家財道具
を避難させるなどの対応が必要になっ ため︑該当する家の関係者が集まってきて手伝う︒一例だけ示しておく︒天保三年
︵一八三二︶
四月二日に馬琴宅の近所で火事があったが︑馬琴の所は風上であったので類焼しなかった︒
しかし︑清右衛門・覚重
︵三女の夫︑宇都宮戸田氏用人︑馬琴著作の作画︶
はじめ見舞の人四〇軒余︑人足が合計五
六十人来た
︵ ﹁見舞の人々四十軒余︑人足都五六十人来ル﹂ ︶
︒鶴屋喜右衛門・有馬屋与惣兵衛
︵飯田町清右衛門店︑湯
屋︶
・笹屋伊兵衛
︵菓子屋︑本郷二丁目︶
・織部清介
︵不明︶
から握飯・にしめ各一重︑山口屋藤兵衛
︵馬琴合巻の版
元︑馬喰町二丁目︶
より酒一升・酢一折をもらった︒このほかの見舞の人名は別帳に記す︒
類焼していなくても四〇人以上の見舞人と五六十人の人足が集まっている︒この数は︑高村光雲が描く火事見舞の風景と一致しているのではないか︒また︑近火見舞でも︑類焼見舞と同様に 握飯・煮しめのようなすぐに食べることができる食物や酒が贈られて ることもわかる︒したがって︑頻繁に起きる大小の火災で類焼した被災者 対する火事見舞に加え ︑近火見舞でも同様の見舞品のやり取りと人足の動員があるという とがわかった︒　
このことは先に播磨屋中井家の火事見舞のところで指摘した︑火事見舞の相互性と還流性が︑相当広範に展開
ているのではないかという推測を導き出すことになる︒　
さらに︑別帳を必要とするほど多数の近 見舞品を馬琴は受け取っている
︶19
︵
︒別帳に記したという記述は文政一一
年四月二日条にも見られるこ から︑日記に名前が出 く 贈答先と別帳に み記される贈答先と︑火事見舞 贈
近世後期の江戸における火事見舞と施行
― 135 ―
答先は二層構造になっていたのではないだろうか︒人格的関係がない場合でも火事見舞のやりとりが存在していた可能性がある︒　
こうしてみると︑頻繁に起きている火災の火事見舞と近火見舞︑両方の見舞の二層構造ということも加味すれば︑
火事見舞の世界は相当に頻度が高く広範囲にわたっている可能性があるのでは だろうか︒網の目状に展開していたのではないか︒
三︑水害時の施行
　
本節では︑寛保二年
︵一七四二︶
水害と天明六年
︵一七八六︶
水害の時に︑町奉行所が把握した民間人による施行
品についての分析を行う︒　
まず︑寛保二年水害から見てみよう︒この水害は︑八月一日に相模湾に上陸して北上した台風によるものであり︑
信州や関東地方全域に合わせて数万人の死者を出した日本近世最大級の大水害である︒江戸でも︑本所・深川・浅草︑それに神田上水ぞい 小石川でも浸水した
︶20
︵
︒
　
表
－
3をご覧いただきたい︒この表は町奉行所が八月にこの大水害にあたって施行をした人と施行品を書き上げた
ものである︒施行のタイプは大きく二つに分かれる︒　
一つは︑施行者が被災地に直接施行品を持っていくタイプである︒この書き上げのなかでは︑しば ば﹁遣施行﹂
と表現されている︒自分で施行 を輸送するのだから︑自分 船を調達するか︑誰かに頼んで配ってもらうかの
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表－ ₃ 　寛保 ₂年出水施行者　施行場所順
番号 所属地 職業・身分 名前 場所 施行内容・量
₁ 十組仲間通町組 （仲間）
諸色問屋・綿問屋・紙問
屋・釘鉄問屋・塗物問
屋・小間物問屋・畳表荒
物問屋・薬種問屋・油問
屋・酒問屋
扇橋辺、猿江五ツ橋辺 金50両分之銭200文（宛）
亀戸・中ノ郷・小梅、
北本所番場町、吉田
町、吉岡町、入江町、
徳右衛門町、菊川町辺
にて
壱人前100銅あるいは50銭
宛
₂ 猿江表町 意成院僧正 大島町にて ₆ 日13日両度ニ白米 ₃ 斗ならびに飯粥
₃ 本町 富山　名不知 大島町へ 握飯150人程遣施行
₄ 本町（＊芝口一丁目）
（＊呉服太物
所） 松坂屋八助 大島町へ 握飯150人程遣施行
₅ 本船町
（江戸米問屋
米仲買地廻
り問屋）
伊勢屋与三右衛門 大島町・村方共ニ 銭 ₈貫文余
₆ 吉川町 古着屋仲間 大島町 鳥目 ₁貫文
₇ 駿河町 小右衛門店 甚三郎 葛西筋、行徳・千住辺まで
14日より17日まで、米 ₄石
₇斗程握飯にいたし遣施行
₈ 本町一丁目 （木綿問屋） 伊豆蔵吉右衛門 葛西へ 13日より15日まで米 ₄石
₉ 本町 （三井の手代かも） 越後屋新七 亀戸辺にて ₇日13日両度600人前宛
10 本両替町 本両替 三谷三九郎 亀戸辺へ ₆ 日 ₇ 日両度握飯400人前遣施行
11 本両替町 （「為替之者」）海保半兵衛 亀戸へ 握飯500人程遣施行
12
本 所 弐 ツ 目
（相生町五丁
目の近く）
（材木炭薪古
問屋） 小山喜左衛門 亀戸町辺へ 握飯500人前遣施行
13 室町一丁目 与三右衛門 新大橋・小名木川辺 ₈日より11日まで銭11貫文
14 （仲間） 干鰯問屋行事　天野五左衛門、外大勢
隅田川・木下川、砂村、
中川辺まで 米100俵・塩100俵
15 大嶋町（＊深川上大嶋町）
（＊十組釘店
組 釘鉄銅物
問屋）
釜屋六右衛門 泉養寺門前
米 ₅、₆ 升ほどの粥、 ₁ ～
₈日近所の者70人二階に上
げ粥施行
16 猿江町 和喜多屋三右衛門 泉養寺門前 握飯味噌
17 浅草御蔵前町 福田屋　名不知 中之郷辺へ 握飯・味噌100人余前遣施行
18 浅草御蔵前町 大和屋　名不知 中之郷辺へ 握飯・味噌遣施行
19 米問屋（仲間）
孫兵衛・清右衛門・五左
衛門・甚左衛門・九兵
衛・勘左衛門・善八
業平橋通り亀戸辺へ 切飯2000人余前遣施行
20 本町一丁目 鳥飼屋甚八 報恩寺・亀戸・逆井辺へ ₇日 ₈日に白米 ₈石
21 品川町 市郎兵衛 報恩寺・亀戸辺へ 小豆粥 ₂斗程
22 瀬戸物町 町医 馬瀬宗三 報恩寺・亀戸辺へ 握飯150人前、験妙散と申薬100貼
23 瀬戸物町 善右衛門・庄左衛門 法恩寺前・亀戸筋にて ₉ 日銭52貫文、13日握飯200人前
24 本町二丁目 （木綿問屋） 大和屋長次郎 本所・深川筋所々にて ₅日より10日まで米12石味噌添え
25 本町 大和屋　名不知 本所・深川へ ₆日 ₉日両度飯 ₁樽、握飯300人前遣施行
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番号 所属地 職業・身分 名前 場所 施行内容・量
26 木挽町六丁目 竹原弥右衛門 本所石原馬場町辺へ 金昌丸と申薬
27 伊勢町 成井善三郎 本所筋 握飯300人前遣施行
28 本船町
（江戸米問屋
米仲買地廻
り問屋）
兵庫屋弥兵衛 本所筋葛西辺まで
₉ 日切飯700余人前。10日
切飯700余人前。11日切飯
800余人前。12日切飯1000
余人前。13日14日切飯800
余人前。17日18日切飯700
余人前。遣施行
29 駿河町 三井八郎右衛門・次郎右衛門・三郎助 本所筋所々葛西筋まで
₆日より15日まで米30石 ₆
斗余握飯いたし遣施行
30 本町一丁目 （木綿問屋、呉服問屋） 富山喜左衛門 本所筋所々葛西辺まで
10日より14日までに米 ₆石
ならびに味噌添え
31 本両替町 三谷勘四郎 本所筋所々葛西辺まで ₆日より14日まで米 ₄石分握飯ニいたし遣施行
32 本船町
（江戸米問屋
米仲買地廻
り問屋）
高間伝兵衛 本所筋所々ならびに葛西筋まで
₆ 日粥 ₅ 荷 ₇ 荷、 ₇ 日 ₅
荷、切飯500余人前。 ₈ 日
切飯750余人前、粥 ₂ 荷。
₉ 日粥 ₁ 荷、切飯500余人
前。13日切飯500余人前。
14日切飯700余人前。15日
より18日まで切飯500余人
前。遣施行
33 品川町 忠左衛門 本所筋所々にて ₈ 日 ₉ 日に白米 ₁ 石分握飯
34 新吉原町 町人共 本所筋所々にて 鳥目高 ₁貫文
35 駿河町 越後屋　名不知 本所所々にて 10日12日両度握飯1000人前
36 通一丁目 五兵衛店 彦太郎 本所辺にて所々へ 銭130貫文
37 浅草瓦町 （井筒屋は札差）
井筒屋八郎右衛門・下野
屋十兵衛・惣右衛門・甚
兵衛・大和屋吉右衛門
本所辺へ ₆日より11日まで三度握飯遣施行
38
浅草旅籠町 （札差） 福田屋七郎左衛門
本所辺へ ₆日より12日まで弐三度飯ニ味噌・香物添遣施行
浅草片町
（坂倉屋以外
は 札 差、片
町組）
坂倉屋助次・上総屋庄
助・近江屋伝兵衛・大和
屋与兵衛
浅草新旅籠町 笠倉屋平十郎
浅草森田町 （坂倉屋と伊勢屋は札差）
坂倉屋次兵衛・小平次、
伊勢屋平左衛門
39 浅草森田町 利倉屋荘右衛門 本所辺へ ₆日 ₇日両度飯汁を添え遣施行
40 新堀町 塩問屋 名不知 本所松代町・亀戸柳橋辺にて 塩 ₁、₂合宛
41 小網町 米問屋 本所徳右衛門町・菊川町辺へ 握飯500余人遣施行
42 北本所表町
在方御普請
役（勘定所
役人）
片桐半平 町内（北本所表町） 粥 ₂樽
43 大塚彦六 南割下下水より北割下水辺まで之内 餅、武士方へ
44 柳島町 名主 次郎左衛門 柳島町 米 ₇俵　町内、支配の村方へ遣施行
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番号 所属地 職業・身分 名前 場所 施行内容・量
45 平右衛門町 町人共（名主平右衛門手当） 両国橋広小路にて
飢人へ ₆ － ₈ 日粥、飯に汁
を添。病人有之候得ば医師
を懸ケ茶給させ人を附け送
り届
46 吉川町 家主 五郎兵衛 両国橋広小路 握飯、飢人へ
47 浅草森田町（＊新旅籠町）（＊札差） 十一屋善八 新大橋 銭 ₃貫文
48 岩井町 市兵衛店 安兵衛 新大橋 銭 ₁貫文
49 岩城町 岩城町権右衛門店 太田屋嘉兵衛 新大橋 草波紙 ₁帖ツヽ高300帖
50 宇田川町 越後屋源兵衛 新大橋 握飯、飢人へ
51 小田原町一丁目 忠右衛門 新大橋 銭 ₂貫文
52 金吹町 （地主） 鎰屋半兵衛 新大橋 銭 ₃貫文
53 小網町 上種屋市兵衛女房 新大橋 ぼた餅、飢人本所へ帰り候者へ鳥目10銭宛遣わし
54 小船町三丁目（干鰯問屋） 村田次兵衛 新大橋 ₉ 日切飯600人前、13日ニ握飯200人前
55 下谷辺 出家之由 名不知 新大橋 金 ₁両分之銭
56 芝飯倉町 村井清兵衛 新大橋 銭 ₃貫800文
57 新革屋町 左 兵 衛 店、町医 滋野由貞 新大橋 金昌丸と申薬
58
瀬戸物町（＊
須 田 町 二 丁
目）
（＊十組 竹
皮問屋カ） 伊勢屋六兵衛 新大橋
鳥目12銅宛、（合計）高 ₃貫
文、飢人へ
59 鉄砲町 西宮与右衛門召仕 権兵衛 新大橋 鳥目81銅
60 通三丁目 山崎屋惣右衛門召仕 利兵衛 新大橋 14日15日、銭400文宛
61 長谷川町
（呉服問屋五
番 組、寛 政
₂ 年居所不
明）
荒木伊兵衛 新大橋 握飯
62 浜町 （武家家来） 山川良達 新大橋 鳥目100文
63 深川東永代町 堺屋忠右衛門 新大橋 鳥目12銭宛、（合計）高10貫文
64 本石町一丁目（三丁目）
（十組　蝋問
屋ほか） 大坂屋孫八 新大橋 粥 ₁樽
65 本石町三丁目 市右衛門店 十兵衛母 新大橋 金 ₁分分之銭
66 本所瓦上町 堀屋荘兵衛 新大橋 竹子笠200蓋、菰200枚
67 本所二ツ目 鍵屋七右衛門 新大橋 米 ₂斗団子に致し
68 本所松井町二丁目 出家
長円（伊勢屋徳兵衛方ニ
旅宿） 新大橋
鳥目 ₈ 銭宛、（合計）高 ₅
貫文
69 三河町二丁目 市郎左衛門（店カ） 鍛冶屋新助 新大橋 ざくざく汁
70 室町一丁目 七郎右衛門 新大橋 銭 ₂貫文
71 森下町 町人 名不知 新大橋 粥1500人程
72 山本町 伊勢屋平兵衛 新大橋 鳥目₃銭宛、（合計）高₄貫文
73 横山同朋町 町 町人共 新大橋 握飯
74 六間堀町 冬木三右衛門 新大橋 粥、飢人へ
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番号 所属地 職業・身分 名前 場所 施行内容・量
75 六間堀町 仁右衛門店、町医 高島舛栄 新大橋
五積散・正気散合方煎候て
薬数2000服分
76 住所不知 30歳斗之女 新大橋 13日15日、古帷子と浴衣、都合50
77 （旗本、知行高5000石） 三浦肥後守（梐次） 新大橋 握飯
78 （小浜若狭藩11万石） 酒井修理大夫 新大橋 毎日両度づつ切飯
79 内藤吟四郎家来之由 名は不申 新大橋 鳥目 ₅貫文
80 麹町八丁目 質屋伊右衛門　外質屋共 水入之場所所々にて 銭70貫文
81 （仲間） 仮船積合諸問屋共 水入之場所所々にて 銭330貫文
82 町人躰 助船にて揚候飢人へ鳥目14、₅ 銭宛配り
83 神田九軒町 町医 松浦次安 ₉ 日12日両度粉葉3000包宛
84 中之郷 太子堂如意輪寺 300人程 ₄ 日より ₈ 日まで差置て養い、近所之者へ
85 中之郷元町 渡守り 次郎左衛門
渡船 ₈艘にて武士方・町人
400人余助ケ申候内、11人
₄ 日より10日迄養ひ置申
86 深川海辺大工町 名主 八左衛門
握飯・味噌200人余前、支
配之町々へ
87 本所 （寺院） 法恩寺 町人百姓凡そ1000人を ₃日から ₅日まで養う
88 本所荒井町 家持 清助 退兼候者100人程筏にて助け
89 （勘定組頭） 堀江荒四郎
船にて退き兼候者400人程
助け、₆日本所荒井町同所
新町辺之武士方ならびに町
人へ餅遣わし
90 （水戸藩30万石） 水戸殿
手船にて竪川南松代町にて
退き兼候者500人程助け乗
せ、粥施行
史料： 「享保撰要類集」62、コマ22～（国立国会図書館デジタルコレクション）。
注記：＊は所属地がこの表の原史料の記載と一致していないことを示す。
丸括弧内の職業の根拠：₄・₉三井の本町一丁目店の店名前のち芝口一丁目に移転（西坂靖『三井越後屋奉公人の研究』p46、
49）、 ₈『三井事業史：本篇』 ₁  p700、11『撰要類集』 ₃  p117、12・15データベースれきはく「江戸商人・職人」、24北島
政元『江戸商業と伊勢店』p322、 ₅・28・32『江戸町人の研究』 ₁  p237、30北島政元『江戸商業と伊勢店』p322／吉原健一
郎『江戸の町役人』p139、37・38・83・85『江戸町触集成』　5963、42『信濃国高井郡東江部村山田庄左衛門家文書目録（そ
の ₁）』p190、47『幸田成友著作集』 ₁  p73、52西山松之助先生古稀記念会編『江戸の民衆と社会』p79、57『江戶町触集
成』第 ₅巻 p219、60『三井事業史：本篇』 ₁  p361、61「寛保江戸洪水記」『慈善救済史料』p485。
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ずれかの手段を取ったのだろう︒豪商の場合には自分で船を仕立て︑旗を立てて輸送した例もある︒この表からは︑享保飢饉の時に打ちこわされた高間伝兵衛や︑兵庫屋が数日間にわたって数千人分の握り飯を浸水地域に残った人々に配給していることがわかる
︵
28・
32︶︒
　
一方︑この表から明らかなように︑小規模の施行の方が件数としてずっと多いという点をここでは強調しておき
たい︒例えば︑
15深川上大嶋町の釘鉄銅物問屋釜屋六右衛門のように︑自分が所有する建物の二階を開放して七〇
人もの被災者 八日間にわたって粥 与え という者もいる︒この場所は床上浸水であったと思われ︑そのためにわざわざ﹁二階﹂と記録されたのであろう︒こうし 例は小さな自主避難所ともいうべきもので︑豪商のような大規模なものではな が︑被災地のなかでも余裕のあ 者が被災 を助けるという行為があったことがわかる︒　
もう一つのタイプは︑施行場所が新大橋になっている例である︒このタイプは三四件あって全体の三分の一を占
める︒これは︑新大橋 西詰には橋番所があり︑そこは水害時には与力・同心が交代で昼夜を問わず詰めて︑い ば現地対策本部のような機能を果たしていた︒また︑御救小屋も設置されて︑そこに多数の被災者が収容されていた︒そこに︑施行者が持参したという意味である
︶21
︵
︒そのためか︑高間伝兵衛のような大規模施行者はおらず︑どちらかと
いうと小規模な施行者が多
い
︶22
︵
︒特に
59・
60・
62は武家家来や商家奉公人による極めて小額の寄付である︒この点は
施行する者とされる者の関係が固定化されていない可能性を示す︒　
持参してくる物品も︑衣服や薬や料理や菓子など多様性がある傾向 ある︒例えば浸水地域ではない町方中心部
の新革屋町店借である町医の滋野由貞 新大橋に薬を持参している
︵
57︶︒このように自分の職業に即応した施行品
の提供も見られる︒被災者 とってすぐに食べることができる食料は重要であり︑ こでも粥・握飯などが目立つ︒
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おかず類が少ない点が天明水害時との違いであるが︑少ないなかでもざくざく汁のような料理もあ
る
︶23
︵
︵
69︶︒いずれも
御救小屋ですぐに利用できる物である︒火事見舞に見られる物品と共通する性格がある︒豪商が受け取る火事見舞とは異なって︑ この場合は家屋の再建は当面の課題ではないので︑ 施行品に建築資材が含まれ いという違いはある︒　
表
－
4によって天明水害の方も見てみよう︒天明六年
︵一七八六︶
水害も浸水域は寛保水害と同様であるが︑寛保
水害以上の高水位の浸水であった点が特徴である
︶24
︵
︒こちらの民間施行の記録は先の寛保水害時の施行記録と少し性
格が異なったものである可能性 ある︒というのは︑
9のように救助したのであって︑誰かに何かを与えたわけで
はないものも含まれているから ある︒　
屋号があまり記載されないため︑職業が判明する者が少なく︑施行の分量が記載されないことも多い︒施行場所
も記されていない︒情報量が限られているものの︑全体の件数が増えていること︑数量が記載されているものは大量・多額のものが多 ことから︑少量・ 額の施行者がそれなりにい と判断している︒以下︑いくつ 具体的に見ていこう︒　
106から
115は一二人で一件の握り飯施行がなされている︒南茅場町の店借が九人︑坂本町の店借が三人である︒二
つの町は隣接しているから︑近隣の人間関係 前提となって共同で施行 行われてい える︒さらに ずれもが店借であることから︑各人が少しずつ米を出し合って握飯を作り被災者に渡したと う姿が想像され このような例はほかにもいくつか見られる︒例えば
23の浅草南馬屋新町の店借人である庄助は︑握飯を二四〇人分施行し
ているが﹁同町之内申合﹂とあるので︑それは町内の合意 上 されたこともわかる︒
121の高砂町ほか六か所に
よる薬の施行は︑三井の﹃聞書﹄によれば実 三井 施行である
︶25
︵
︒にもかかわらず町の枠組みを用いて施行してい
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表－ ₄ 　天明 ₆年出水施行者　記載順
記載順 所属地 職業・身分 名前 施行内容・量
₁ 本町二丁目 四郎兵衛店 呉服屋 長十郎 握飯ニ梅干を添施行
₂ 上野町・下谷同朋町・下谷町 名不知 湯茶飯・草履等施行
₃ 馬喰町二丁目 家主 又兵衛 握飯150人前施行
₄ 本所中之郷代地町 家持　質屋 次兵衛 出水ニ付立退参り候もの共凡240～250人程養育
₅ 本所竹町 中西屋五兵衛 凡米15石程焚出施行
₆ 本所　原庭町 家持 善兵衛 粥施行
₇ 深川末仲町 武右衛門店 上総屋彦四郎
梅干・味噌等凡100人前程施行
₈ 深川末仲町 八幡屋彦四郎
₉ 新吉原町 町役人共 橋場・箕輪辺へ助船差出24、₅人助け
10 深川永代寺門前町 嘉右衛門店 忠五郎・源兵衛
握飯ニ味噌を添え餅ならびに麁
紙等施行
11 深川永代寺門前町 文次郎店 吉兵衛
12 深川山本町 新左衛門店 善五郎
13 深川山本町 定七店 新八
14 霊岸橋際埋立地 儀兵衛店 次郎兵衛
握飯・たばこ并水等施行
15 霊岸橋際埋立地 吉兵衛店 三吉・源次郎
16 本町 茂兵衛店 呉服屋勘兵衛 握飯ニ香物添え施行
17 浅草茅町二丁目 家持（札差仲間 片町一番組） 下野屋十右衛門
壱人前銭12文宛都合銭20貫文
程施行
18 浅草福井町一丁目 大口屋平兵衛 握飯施行
19 浅草新旅籠町 家持（札差） 伊勢屋四郎兵衛 握飯施行
20 浅草駒形町 次助店 甚左衛門 握飯施行
21 浅草駒形町 名不知 握飯施行
22 浅草花川戸町 家主 小兵衛 薬施行仕、立退参候者共自分支配之店内へ入置養育いたし遣
23 浅草南馬屋新町 佐七店 庄助 同町之内申合、握飯240人前程施行
24 長谷川町 兵右衛門店 伊兵衛代源太郎 握飯ニ味噌を添え汁 ₁樽施行
25 元飯田町 家持 徳之進 握飯施行、茶船ニ而本所柳嶋辺之者130人余助け
26 深川蛤町 家持 金兵衛 茶船差出、本所押上辺之者共20人程助参養育致遣
27 深川六間堀町 家主 久右衛門 店之者共へ地主より米 ₃ 升宛
施行仕28 深川六間堀町 家主 半蔵
29 深川六間堀町 家主 久兵衛 店借之者共へ地主より米 ₂ 升宛施行仕
30 深川海辺大工町 家主 孫市 店借之者共へ地主より銭300文宛握飯施行
31 名不知 麁紙員数不知施行
32 名不知 ひじき油揚竹之皮ニ包員数不知施行
33 名不知 渋団扇員数不知施行
34 長谷川町 荒木名不知 味噌汁施行
35 深川永代寺門前仲町 五人組持店 与七 亀戸辺之者共20人程召連参り養育
36 本所林町四丁目 家持 吉右衛門 握飯施行仕、老人は吉右衛門方
へ連参致介抱遣37 本所林町四丁目 喜太郎店 喜右衛門
38 横山町一丁目（馬喰町南東隣）権兵衛店 忠兵衛 梅干数14、₅ 宛半紙にて包3500人前程施行
39 横山町二丁目 茂兵衛店 惣右衛門 梅干数14、₅ 宛半紙にて包3500人前程施行
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記載順 所属地 職業・身分 名前 施行内容・量
40 須田町二丁目 家主 惣兵衛 麁紙600帖施行
41 米沢町一丁目 利兵衛店 彦四郎 麁紙2500帖施行
42 米沢町二丁目（両国橋広小路）忠次郎店 宗助
麁紙500帖ほか600帖施行
43 米沢町二丁目 伝左衛門店 七兵衛
44 米沢町二丁目 忠次郎店 忠兵衛 薬銘不知煎薬₃荷、茶碗数40施行
45 吉川町（両国橋広小路） 四郎兵衛店 次兵衛 薬銘不知煎薬₃荷、茶碗数40施行
46 吉川町 七兵衛店 庄助 薬銘不知煎薬₃荷、茶碗数40施行
47 吉川町 四郎兵衛店 喜兵衛 餅菓子施行
48 下柳原同朋町 町棟梁 忠三郎 梅干 ₄斗樽 ₁つ施行
49 谷中善光寺門前町 喜右衛門店 源太郎 握飯300人前施行
50 銀座役所 切飯 ₁石余施行
51 元飯田町佐兵衛店 家持徳之進父 潤 握飯施行
52 霊岸嶋四日市町 平左衛門店 勘兵衛
握飯施行
53 霊岸嶋四日市町 十次郎店 与次兵衛
54 霊岸嶋四日市町 半兵衛店 市郎右衛門
55 霊岸島四日市町 徳兵衛店 次郎兵衛
56 三俣富永町 九郎兵衛店 伊八
握飯施行
57 三俣富永町 徳兵衛店 利右衛門
58 三俣富永町 又八店 文蔵 煎茶施行
59 亀戸村 （名主） 次郎兵衛 扇子施行
60 豊島町三丁目 清右衛門店 新平 梅干 ₁樽施行
61 馬喰町四丁目 茂右衛門方旅人 名不知 味噌施行
62 佐久間町 大工 平助 汁茶碗数50施行
63 豊島町二丁目 清右衛門 梅干50樽施行
64 橋本町二丁目 名不知 汁施行
65 名不知
菓子包数凡1000程、団扇500
本、団子1500、煮染 ₁樽、梅干
₁ 樽、銭24文宛130人前、64文
宛11人前施行
66 亀島町 吉兵衛店 次郎兵衛 助船差出、小名木川辺にて10人余助
67 深川六間堀町 家主 久兵衛 店借之者共50人余 ₁ 人前米 ₂升ツ々施行
68 本町三丁目 小八店 利左衛門、外 ₄ 人名不知
赤飯 ₇ 樽 ₁ 人前干肴 ₁ 枚宛添
施行
69 深川材木町 名主 市郎次 握飯煮染添、支配内之者共へ施行
70 深川平野町 名主 弁内 握飯支配内之者共へ施行
71 深川六間堀町 名主 八左衛門 握飯支配内之者共へ施行
72 深川永代寺門前東仲町 家主 源七、外 ₅ 人名不知 握飯施行
73 浅草猿屋町 家主 利兵衛 表店之者へ米 ₅升宛、裏店之者へ同 ₃升宛
74 浅草猿屋町 家主 庄右衛門 裏店之者共へ飯を焚、一日 ₁度宛施行
75 名不知
水を配り候船 ₃艘程、酒を₁人へ
₂合程配候船 ₁艘、干肴 ₃枚宛
配候船₁艘、新川松浦と記候傘并
米 ₂合余子供へ銭12文ずつ配候
船 ₁艘、こわ飯少々宛配候船 ₁
艘、切飯配候船₁艘、梅干配候船
₁艘、深川六橋と書付豆腐₂合程
宛配候船₁艘、握飯配り候船₁艘
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記載順 所属地 職業・身分 名前 施行内容・量
76 中橋広小路 庄七店 彦助、仙右衛門
味噌汁 ₃荷、煎湯 ₂荷
77 南伝馬町三丁目 清七店 藤助、殿上勾当
78 吉川町 四郎兵衛店 次郎兵衛、喜兵衛 味噌汁 ₃荷、煎茶 ₃荷
79 深川永代寺門前仲町 民五郎店 吉右衛門 握飯ニ味噌を添、100人前程
80 深川東仲町 文次郎店 吉兵衛 握飯
81 橋本町二丁目 佐七店 庄兵衛 汁
82 橋本町四丁目（馬喰町東北隣） 家主勘助父 甚左衛門 味噌、并焼塩
83 長谷川町 清兵衛店徳右衛門方ニ居候 徳次郎 麁紙500人前程
84 千住掃部宿 米屋忠兵衛 米 ₁升ツヽ所々へ施行、流馬凡100疋程引揚飼料手当仕助。
85 浅草門跡前 名不知 握飯
86 浅草旅籠町代地 浪人 加藤幸七 握飯
87 本八丁堀一丁目上納地 与兵衛店市左衛門方ニ当時罷在候、銀座役人 後藤三右衛門
握飯ニ香物添、四斗樽ニ入二ツ
宛施行
88 京橋 銀座 名不知 握飯・餅・味噌、并銭16貫文
89 呉服町 彦五郎店 善次郎 握飯
90 橘町 大坂屋平八 薬銘不知除湿之煎薬 ₂樽
91 元浜町 大坂屋藤兵衛 梅干 ₁樽
92 名不知 干菓子
93 名不知 団子醤油樽ニ入 ₃樽
94 豊嶋町弐丁目 家主 清右衛門 梅干 ₁樽
95 佐久間町二丁目 利兵衛店 平助 味噌汁 ₆樽
96 本石町三丁目 新兵衛店 金兵衛 麁紙1000帖
97 深川北川町 家持 喜平次 握飯ニ味噌を添
98 本船町 庄兵衛店 又八
汁 ₄荷、茶碗数150
99 案針町 仁兵衛店 市兵衛
100 通旅籠町 茂兵衛店（大丸か） 正右衛門 草履1500足
101 通旅籠町 仁右衛門店 久兵衛 団扇700本
102 浅草並木町 名不知 握飯
103 馬喰町四丁目 家持 市兵衛 団扇1000本
104 馬喰町 金左衛門店 宗右衛門 薬銘不知煎薬茶碗数1500人前、
手桶105 千住四丁目 甚左衛門
106 南茅場町 半兵衛店 源兵衛
握飯
107 南茅場町 与右衛門店 太郎兵衛
108 南茅場町 善八店 八左衛門・惣兵衛・徳兵衛
109 南茅場町 小左衛門店 栄蔵
110 南茅場町 惣右衛門店 藤右衛門
111 南茅場町 源五郎店 彦三郎
112 南茅場町 忠兵衛店 徳左衛門
113 坂本町一丁目 八郎左衛門店 甚兵衛
114 坂本町一丁目 七兵衛店 利右衛門
115 坂本町一丁目 宗兵衛店 四郎兵衛
116 霊岸島銀町二丁目 熊次郎店 彦次郎 握飯ニ梅干を伐添
117 霊岸島銀町一丁目 伊兵衛店 与三郎 米 ₃石
118 本石町三丁目 新兵衛店 金兵衛 麁紙1000帖
119 深川相川町 忠次郎店 四郎兵衛 握飯ニ梅干 ₅桶、水15荷
120 馬喰町四丁目 家持 市郎左衛門 味噌汁 ₃ 荷、梅干 ₁ 樽、茶碗3000人前
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記載順 所属地 職業・身分 名前 施行内容・量
121 高砂町外 ₆ヶ所 名不知 不換金正気散
122 本町三丁目 薬問屋行事 名不知 不換金正気散
123 吉川町 嘉右衛門店 吉右衛門 味噌汁 ₃荷、并枇杷葉湯12桶
124 名不知 団子 ₈箱
125 深川永代寺門前東仲町 嘉右衛門店 藤右衛門 焼飯、梅干添凡400人前程
126 浅草諏訪町 善六店 吉蔵、外 ₄、₅ 人名不知 握飯、梅干・香物添
127 瀬戸物町 市郎兵衛店 佐右衛門 握飯
128 深川扇橋町 家主 伊八 店借之者共へ地主より金 ₂ 朱ツヽ
129 深川扇橋町 家主 半兵衛 店借之者共へ地主より米 ₃ 升宛
130 深川石島町 家主 庄八 店借之者共へ地主より金 ₂ 朱ツヽ
131 深川元加賀町 家主 吉兵衛 店借之者共へ地主より米 ₂ 升ツヽ
132 浅草茅町弐丁目 板倉屋清蔵
握飯
133 浅草福井町弐丁目 （札差） 近江屋左平次
134 浅草亙町 家持 児玉屋権左衛門
135 浅草亙町 （札差、天王町組（安永 ₇））大口屋平十郎
136 浅草亙町 （札差、御蔵前天王町組（享保 ₉年）） 井筒屋八郎右衛門 握飯
137 本町組 本町組薬問屋共 名不知 薬銘不知薬施行
138 馬喰町三丁目 市郎兵衛店 又三郎 薬銘不知薬施行
139 橋本町弐丁目 清蔵店 文蔵
煎湯
140 橋本町弐丁目 喜三郎店 長次郎
141 通旅籠町 大丸屋と申呉服屋 名不知 草履2000足程
142 茅場町 酒問屋共 12人名不知 握飯ニ梅干添
143 米沢町一丁目 利兵衛店 彦四郎 麁紙2500帖
144 神田須田町弐丁目 名主 惣兵衛 麁紙430帖
145 本所緑町一丁目 家持 喜左衛門 握飯
146 元四日市町 長兵衛店 権兵衛 握飯
147 馬喰町三丁目 与兵衛店 八右衛門 洗湯施行
148 高砂町 町人共 名不知 煎湯10樽程
149 橘町三丁目 家持（薬種問屋） 平六 煎湯其外気附煉薬類
150 駿河町 越後屋手代之由 名不知 味噌汁 ₂樽
151 馬喰町三丁目 伊右衛門店 嘉兵衛 煎湯
152 馬喰町三丁目 清八店 富次郎
麁紙1000帖153 馬喰町四丁目 家持 伊右衛門
154 馬喰町四丁目 清兵衛店 市郎右衛門
155 本革屋町 家主 利兵衛 握飯ニ味噌香物添
156 浅草天王町 家持（札差、片町組（天明 ₈）か） 伊勢屋嘉兵衛
壱人前銭32文宛都合銭120貫文
程施行
157 本革屋町 家持 三九郎 握飯ニ味噌添
158 本両替町 家持 勘四郎 握飯ニ香物味噌添
159 浅草天王町 （札差） 森田屋市郎兵衛 握飯
160 霊岸島銀町一丁目伊兵衛店与三郎方ニ旅宿
摂州大石村太兵衛廻船
船頭 三五郎
米 ₃ 合宛袋ニ入、塩少々宛添、
都合米 ₃石
史料：「出水一件」35「本所・深川筋出水ニ付施行仕候町人共之儀申上候書付」（国立国会図書館デジタルコレクション）
丸括弧内職業の根拠：17・159北原進『江戸の札差』ｐ31、200、19・100データベースれきはく「江戸商人・職人」、59橋
詰智美『江戸城下町における「水」支配』ｐ126、133『東京都の地名』ｐ588、135『江戸町人の研究』第 ₁巻ｐ322、136
『江戸町触集成』第 ₄巻ｐ203、149『中央区三十年史』第 ₁巻ｐ1034。
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る点は︑地縁的関係のなかでの相互扶助的な形を取る必要があったことを示している
︶26
︵
︒
　
そのほか︑家持町人が自分の地所の借家人に施行している例
︵この大規模なものが三井の例︶
︑名主が自分が管轄す
る町々の人に施行している例がある︒　
物品に関しては︑寛保水害と比較すると種類が増加している点が大きな変化であろう︒大きくは飢饉の時期であ
るにもかかわらず︑おかず・漬物の割合が増え︑梅干
︵一四件あるので番号省略︶
・干肴
︵
68・
75︶
など飯以外の多様
な食品や︑味噌汁
︵
34・
76・
77・
95・
120・
150︶・煮しめ
︵
65・
69︶︑ひじきと油揚げ
︵
32︶
などの料理︑それに菓子・酒・
たばこといった嗜好品までも寄付され ︒食べ物以外では︑草履一五〇〇足と団扇合計一七〇〇本
︵
100・
101・
103︶
それに麁紙
︵一七件︶
︑汁茶碗五〇個
︵
62︶
がある︒麁紙は握飯を包むために用いる
︵注
13参照︶
︒季節が夏なので
団扇は有用であったろう︒状況が火災と 異なるため物品それ自体は相違する点も多いが︑すぐに役立つものばかりであるという観点からは 火事見舞品との共通性を観察することができる︒　
本節での検討をまとめると次のよう なる︒
　
①
 小額・少量の施行が存在することは小額が許容される近代村落の火事見舞を想起させるとともに︑小額であることは相互性を持つ条件を満たしている︒
　
②
 施行品 火事見舞品との類似性は︑受け取 側の必要性を根拠としたモノの提供という共通性に由来するのではないか︒
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むすびにかえて
　
本稿の結論は以下の通りである︒この図に示したように︑火事見舞とは︑
類焼範囲が異なる火災が繰り返されることによって物品提供者は同時に物品受取者にもなることができる︑すなわち物品受取者と提供者の互換性
＝
互恵性があると言え ︒さらに︑物品提供と労働力提供の二つの局面があり︑提供された物品が労働力提供者に供給されるという構造になっていた︒これは 社会関係資本の多い被災者を媒介として︑面識がない物品提供者と労働力提供者が結びついていることを意味する︒しかも両者の関係は︑酒食 の交換関係で ことを押さえてお たい︒　
施行は︑こうした例えば火事見舞に見られるような社会関係と直接つな
がっているとは言えない︒直接的な交換関係の有無 いう点で決定的に異なる︒しかし︑近いと ろにはあるの はないだろうか︒災害後に当座必要とされる物の供給が︑見舞と う儀礼 習俗の形を取 ︑施行という形を取るかという違 である︑両者 併存していると把握できる　
そこには︑与える者と与えられる者という固定化された非対称性ではな
挨拶と見舞品
食品
労働力
提供
食品
受取者／提
供者
受取者／提
供者
手伝人足 手伝人足
食品
労働力
提供
食品
手伝人足 手伝人足
図　火事見舞の相互性と広がり
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く︑両者は転換することができるものという意味で︑相互性も部分的には存在していたのではないだろうか
︶27
︵
︒
　
こうした複線的な社会関係の網の目状の交錯のなかに︑人々の日常があったととらえておきたい︒実証というに
はほど遠いが︑断片的な事実から立論可能な一つのイメージを提出してみた次第である︒
注
︵
1︶　
高村光雲﹃幕末維新懐古談﹄ ︵岩波文庫︑一九九五年︶七三・七四頁︒
︵
2︶　
吉田伸之﹃近世巨大都市の社会構造﹄ ︵東京大学出版会︑一九九一年︶
︵
3︶　
北原糸子﹃都市と貧困の社会史﹄ ︵吉川弘 館 ︒
︵
4︶　
市川寛明﹁弘化三年大火における類焼家屋の再建過程に関する基礎的考察―人宿米屋田中家の事例を通して﹂ ︵ ﹃東京都
江戸東京博物館紀要﹄四︑二〇一四年︶ ︒なお︑黒木喬﹃江戸の火事﹄ ︵同成社︑一九九七年︶のなかで火事見舞の紹介はある︒
︵
5︶　
山口睦﹃贈答の近代―人類学からみた贈与交換と日本社会﹄ ︵東北大学出版会︑二〇一二年︶ ︒
︵
6︶　
倉重加代﹁山村住民の社会関係の変遷―金品授受控の分析から―﹂ ︵ ﹃鹿児島女子短期大学紀要﹄五五︑二〇一八年︶ ︒
︵
7︶　
中塚武・渡辺浩一・鎌谷かおる編﹃気候変動から近世をみなおす―数量・システム・技術﹄ ︵ ﹃気候変動から読み直す日
本史﹄第五巻︑臨川書店︑二〇一九年秋刊行予定︶ ︒
︵
8︶　﹃増訂武江年表﹄
2︵平凡社︑一九六八年︶三三頁︒
︵
9︶　
播磨屋中井家文書九︵国文学研究資料館歴史資料︶ ︒
︵
10︶　
このなかで戸田様は宇都宮藩七万石︑大垣藩一〇万石︑足利藩一万一〇〇〇石の三つの可能性があり 姓のみの情報で
は特定できない︵ ﹃藩史大事典﹄全八巻︑雄山閣︑一九八八～ 九九〇年︶ ︒
︵
11︶　﹃史料館叢書
4　
播磨屋中井家永代帳﹄ ︵東京大学出版会︑一九八二年︶ ﹁解題﹂ ︵鶴岡実枝子執筆︶ⅹⅵ頁︒
︵
12︶　
町奉行所が寛政四年︵一七九二︶に作成した水害対応マニュアルでは︑握飯の作り方として︑ ﹁壱人前は白米弐合分の握
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飯に味噌を懸目凡九匁宛添えて紙包にする﹂とされている︵ ﹁出水一件﹂
120︑コマ
5～︑国立国会図書館デジタルコレクシ
ョン︶ ︒
︵
13︶　
前掲﹃史料館叢書
4　
播磨屋中井家永代帳﹄ⅹⅳ頁︒
︵
14︶　
データベースれきはく﹁江戸の商人・職人﹂ ︒さらに︑
65・
67・
68・
70は中井家と賃借関係にあり︑
63は町屋敷を担保と
する融資先であり︑
78とは賃借関係と為替取引があり︑
90は脇両替として賃借関係にあり︑
170とも為替取引があったこと
も明らかになっている︵田中康男﹁寛政期における江戸両替商の経営﹂ ﹃三井文庫論叢﹄二︑一九六八年︶ ︒
︵
15︶　
近代の村落における火事見舞の分析でも少量の見舞品の指摘がある︵前掲山口著書︶ ︒
︵
16︶　
一橋家の御掛屋御用も播磨屋中井家は勤めていた︵鶴岡実枝子﹁天明期江戸両替屋役金一件﹂ ︵ ﹃史料館研究紀要﹄一五︑
一九八三年︑一四五頁︶ ︒また 中井家は代官取り扱いの幕府貸付金の御掛屋御用︵取り扱い業務︶を勤め︑町年寄樽の掛屋でもあった︵田中康男前掲注
14論文︶ ︒
︵
17︶　
経済的な意味での資本ではなく︑社会関係の豊富さがその人が生きていく上での基盤となるという意味で用いる︒諸富
徹﹃環境﹄ ︵岩波書店︑二〇〇三年︶ ︑野沢慎司編・監訳﹃リーディングス
　
ネットワーク論―家族・コミュニティ・社会
関係資本―﹄ ︵勁草書房 二〇〇六年︶を参照
︵
18︶　
柴田光彦編﹃曲亭馬琴日記﹄一～四・別巻︵中央公論新社︑二〇〇九～二〇一〇年︶ ︒活字になっているので史料の引用
はしない︒なお︑登場人物には丸括弧を付して︑馬琴との関係︑職業︑住所などを記しておいた︒このようなことができるのは別巻の人名索引の恩恵である︒
︵
19︶　
なお︑この火災については馬琴の書簡ではもっと詳細に記さ ている︒日記に記されなかったこととしては︑駈け付け
てきた五六十人のうち働いた者は一〇人に過ぎな ったという点がある︵四月二八日付書状︑ ﹃馬琴書簡集成﹄第二巻 八木書店︑二〇〇二年︶一三二頁︶ ︒そうす と残りの四五十人は近火見舞品として到来した酒食を飲み食いしただけであったのであろうか︒
︵
20︶　
北原糸子﹁研究の蓄積がもたらす災害像の更新―寛保二年︵一七四二︶の大水害について―﹂ ︵ ﹃信濃﹄七〇―四 二〇
一八年︶ ︒
︵
21︶　
北原糸子は︑安政大地震の施行に関して﹁居廻り施行﹂と﹁御救小屋施行﹂の二種類を指摘し いる︵北原糸子﹃地震
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の社会史―安政大地震と民衆―﹄吉川弘文館︑二〇一三年︑原著一九八三年︶ ︒後者は大水害時と同じであるが︑前者に関しては都市域全体が被災した地震と︑浸水地域が限定されている水害では異なるようである︒
︵
22︶　
こうした施行に注目した東島誠﹃公共圏の歴史的創造﹄ ︵東京大学出版会︑二〇〇〇年︶第一部付論は︑三井のような大
規模施行を相対化している︒
︵
23︶　
ざくざく汁とは︑ ﹁野菜などを粗く切り刻んで入れた汁﹂のことである︵ ﹃日本国語大辞典﹄ ︶ ︒現在で 福島県 郷土料
理とされる︒
︵
24︶　
拙稿﹁災害対応と文書行政―江戸における二つの大水害から―﹂ ︵ ﹃歴史評論﹄七六〇 一三 ︒
︵
25︶　
三井文庫編﹃三井文庫史料叢書
　
大坂両替店﹁聞書﹂ ﹄
1︵吉川弘文館︑二〇一一年︶四九頁︒
︵
26︶　
北原前掲﹃都市と貧困の社会史﹄は︑天明七年飢饉時 施行のなかにこのような相互扶助的合力を見出している︵六七
頁︶ ︒
︵
27︶　
北原前掲﹃地震の社会史﹄では安政大地震後の施行に関して︑ ﹁実生活に必要な雑多なもの﹂が施行されていること 二
五〇頁︶ ︑ ﹁施行の互恵性﹂ ︵二五三頁︶ ︑ ﹁ささやかな施行例﹂ ︵二五九頁︶を指摘している︒本稿は全体としてこうした指摘を受け継ぎ 火事見舞の分析を加えて︑日常性との連続面を見ようとしている︒
